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い
い
と
思

た
本
を
い
い
造
本
で
作
る

ま

た
く
ゼ
ロ
か
ら
の
起
業

　
夏
葉
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ン
ポ
基
に
ブ

ク
レ

ト
作
成

大
学
出
版
部

協

会
定
時
社
員
総
会
・
懇
親
会
に

人

新
社
長
に
中
島

久
弥
氏
が
就
任

日

経

Ｂ

Ｐ

マ

ケ
テ

ン
グ

取次・書店使っ
た電子書籍配信 医書ｊｐ 発

表

金
原

俊
氏
﹁
電
子
版
こ
そ
中
間
で
勧
め
て
ほ
し
い
﹂

全
国
医
書
同
業
会
第

回
総
会
・

第

回
研
修
会


年
度
の
活
動

方
針
決
め
る

出
版
コ
ン
研

定
時
総
会
／
例
会

村
上
専
務
が
社
長

竹
生
社
長
は
相
談
役

オ

ム
社

副
社
長
に
塚
田

太
郎
代
取
常
務

大
和
出
版

廣
木
和
子
常
務

が
新
社
長
に

こ
ぐ
ま
社

光
文
社
　
　
　
　
　
　

徳
間
書
店
　
　
　
　
　

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
　
　

関
戸
氏
が
理
事
長
に

辞
典
協
会

紀
伊
國
屋
書
店
・

高
井
社
長
が
講
演

﹁
高
井
昌
史
氏
の
会
﹂主
催

　
日
本
で
電
子
書
籍
専
門
の
配
信

業
者
が
本
格
的
な
サ

ビ
ス
を
開

始
し
て
２
年
近
く
に
な
る
が

専

門
書
は
な
か
な
か
電
子
化
が
進
ま

な
い
と
言
わ
れ
て
き
た

そ
ん
な

な
か
で

医
書
出
版
社
が
共
同
で

準
備
を
進
め
て
い
る﹁
医
書
ｊ
ｐ
﹂

か
ら
は

出
版
社
発
の
明
確
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
感
じ
る


　
欧
米
な
ど
で
は
専
門
雑
誌
の
電

子
版
﹁
電
子
ジ


ナ
ル
﹂
を
は

じ
め
と
し
て

専
門
書
籍
・
雑
誌

の
電
子
化
は

一
般
書
に
先
ん
じ

て
進
み

大
学
図
書
館
な
ど
は
紙

よ
り
も
電
子
版
の
購
入
を
優
先
さ

せ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
一
方
で


日
本
で
は
専
門
書
の
電
子
化
が
進

ま
ず

大
学
図
書
館
な
ど
か
ら
は

電
子
化
を
求
め
る
声
が
上
が

て

い
る


　
医
書
は

各
地
域
の
書
店
が
外

商
で
販
売
す
る
ケ

ス
が
多
く


日
本
医
書
出
版
協
会
は
こ
う
し
た

書
店
を
﹁
認
定
医
学
書
専
門
店
﹂

な
ど
に
指
定
し
て

こ
れ
ら
の
書

店
に
商
品
を
直
接
配
送
す
る
日
本

医
書
配
送
セ
ン
タ

も
共
同
で
設

立
し
て
い
る
﹁
医
書
ｊ
ｐ
﹂は


決
済
の
方
法
も
含
め
て

医
書
販

売
の
仕
組
み
を
そ
の
ま
ま
電
子
配

信
に
置
き
換
え
よ
う
と
い
う
も
の

だ


　
医
書
と
い
う
限
ら
れ
た
市
場
に

向
け
た
専
門
性
の
高
い
コ
ン
テ
ン

ツ

販
売
に
お
け
る
書
店
の
役
割

の
明
確
さ

共
同
事
業
の
実
績
な

ど
が

電
子
配
信
に
生
か
さ
れ
る

と
い
え
る
だ
ろ
う

医
書
出
版
社

は
電
子
辞
書
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
版
も
成
功

さ
せ
て
き
た
が

メ

カ

と
し

て
コ
ン
テ
ン
ツ
の
流
通
販
売
ま
で

し

か
り
整
備
す
る
姿
勢
は

他

の
領
域
で
も
参
考
に
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か

　
︵
星
野
渉
︶

　　　島田潤一郎さん

　
夏
葉
社
は
２
０
０
９
年
９

月
に
島
田
潤
一
郎
さ
ん︵

︶

が
ひ
と
り
で
起
業
し
た
出
版

社
だ
大
学
卒
業
後
出
版
社

で
営
業
を
担
当
し
た
経
験
が

あ
る
そ
の
後
転
職
が
う
ま

く
ゆ
か
ず

自
分
の
貯
金
と

家
族
か
ら
借
り
た
お
金
を
資

金
に
出
版
社
を
起
業
し
た


　
島
田
さ
ん
は

出
版
社
を

起
業
し
た
理
由
を
﹁

年
に

と
て
も
仲
の
良
か

た
従
兄

が
亡
く
な

た

叔
父
や
叔

母
を
励
ま
し

自
分
も
悲
し

み
か
ら
立
ち
直
る
た
め
に


詩
集﹃
さ
よ
な
ら
の
あ
と
で
﹄

を
ど
う
し
て
も
出
版
し
た
か


た
﹂
と
話
す


　
こ
の
本
を
出
版
し
た
の
は


年
１
月

同
書
の
後
に
手

が
け
た
バ

ナ

ド
・
マ
ラ

マ

ド
﹃
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の

帽
子
﹄を

年
５
月
関
口
良

雄﹃
昔
日
の
客
﹄を
同
年

月

に
先
行
し
て
出
版
し

復
刊

作
品
で
あ
る
こ
と
や

手
を

か
け
た
装
丁
が
話
題
を
呼
ん

だ


　
ま

た
く
ゼ
ロ
か
ら
の
起

業
に
島
田
さ
ん
は

﹁
作
品

の
許
諾

挿
絵
の
発
注
は


正
攻
法
で
お
願
い
し
た

ギ


ラ
や
製
作
に
か
か
る
お
金

を

決
め
ら
れ
た
日
に
し


か
り
支
払
う

こ
の
部
分
は

徹
底
し
た
﹂
と
振
り
返
る


　
そ
の
う
え
で
﹁
３
年
目
に

本
を
４
冊
出
し
た
が

営
業

先
の
書
店
で
﹃
早
く
出
す
必

要
は
な
い
い
い
本
を
じ


く
り
作

て
欲
し
い
﹄
と
言

わ
れ

自
分
が
い
い
と
思


た
本
を

い
い
造
本
で
作
る

こ
と
が
大
切
だ
と
気
づ
い

た
﹂
と
話
す


　
書
籍
の
流
通
は

出
版
社

の
紹
介
で
Ｊ
Ｒ
Ｃ
に
口
座
を

開
設
し
た

営
業
は

年
に

１
回

夏
葉
社
の
本
を
置
い

て
い
る
書
店
約
１
５
０
店

を
自
分
で
訪
問
し
て
い
る


　
昨
年
は
﹃
本
屋
図
鑑
﹄
と

﹃
海
文
堂
書
店
の
８
月
７
日

と
８
月

日
﹄と
書
店
に
ま

つ
わ
る
本
を
２
冊
刊
行

今

年
の
１
月
に
は
東
京
・
文
京

区
に
あ
る
往
来
堂
書
店
の
笈

入
建
志
店
長
と
﹁
町
に
は
本

屋
さ
ん
が
必
要
で
す
会
議
﹂

︵
通
称
・
町
本
会
︶を
起
こ
し


月
に
１
度
開
催
し
て
い
る


　
島
田
さ
ん
は

﹁
町
に
本

屋
は
必
要
で
す

子
ど
も
た

ち
が
歩
い
て
通
え
る
距
離
に

本
屋
が
な
い
と

本
を
好
き

に
な

て
も
ら
え
な
い

本

好
き
な
子
ど
も
を
育
て
て
い

か
な
い
と

出
版
社
の
未
来

は
な
い
﹂と
危
機
感
を
語
る


　
　
　
　
︵
西
村
み
ゆ
き
︶

□
﹃
本
屋
図
鑑
﹄

四
六
判

並
製
／
本
体
１
７
０
０
円
／

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８
４
９
０
４

８
１
６
０
９
７


︿
会
社
概
要
﹀

２
０
０
９
年
９
月
設
立
／
東

京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
本
町

２





４
０
４
／
電

話
０
４
２
２



０
４
８

０
／
ホ

ム
ペ

ジhttp:/

/natsuhasha.com
/
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医
書
ｊ
ｐ
に
つ
い
て
説
明
す
る
金
原

俊
氏 　

全
国
医
書
同
業
会
は
６
月
８
日

静
岡
県
熱
海
市
の
熱
海
後
楽
園
ホ
テ
ル
で
第


回
総
会
・
第

回
研
修
会
を
開
き

研
修
会
で
医
学
・
医
療
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信
す

る
た
め
今
年
２
月
に
会
社
設
立
し
た
医
書
ジ


ピ

︵
医
書
ｊ
ｐ
︶
の
概
要
を
発

表
し
た

医
書
ｊ
ｐ
は
取
次
・
書
店
ル

ト
で
電
子
版
を
販
売
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
で

医
書
の
統
一
プ
ラ

ト
フ


ム
を
目
指
す


中島　久弥氏

村上　和夫氏
　
　
　
　
　
︵
６
月
４
日
付
︶

︿
機
構
改
革
﹀

　
▽
営
業
局
を
マ

ケ
テ

ン

グ
局
と
名
称
変
更
す
る
▽
出
版

営
業
部
を
営
業
部
と
名
称
変
更

す
る
▽
宣
伝
事
業
部
を
宣
伝
プ

ロ
モ

シ

ン
部
と
名
称
変
更

す
る

︿
役
員
担
務
変
更
﹀

　
▽
取
締
役
︻
マ

ケ
テ

ン

グ
局
担
当
︼
マ

ケ
テ

ン
グ

局
局
長
兼
宣
伝
プ
ロ
モ

シ


ン
部
部
長
︵
取
締
役
︻
営
業
局

担
当
︼
営
業
局
局
長
兼
宣
伝
事

業
部
部
長
︶
芝
山
喜
久
男

︿
人
事
異
動
﹀

　
▽
営
業
部
部
長
︵
出
版
営
業

部
部
長
︶
浪
花
寛
通
▽
同
課
長

︵
同
課
長
︶
班
石
悦
夫
▽
同
同

︵
同
同
︶
長
尾
達
憲
▽
同
同

︵
同
︶山
本
文
子
▽
同
同︵
同
︶

只
松
伸
一
▽
宣
伝
プ
ロ
モ

シ


ン
部
部
長
代
理
︵
宣
伝
事
業

部
部
長
代
理
︶
島
田
修
▽
同
課

長
︵
出
版
営
業
部
課
長
︶
宮
下

明
久

　
　
　
　
　
　︵
６
月
１
日
付
︶

︿
機
構
改
革
﹀

　
▽
執
行
役
員
制
度
を
導
入
す

る
▽
管
理
局
経
理
部
を
廃
組

し

業
務
を
経
営
企
画
室
に
移

管
す
る

︿
役
員
担
務
変
更
﹀

　
▽
取
締
役
経
営
企
画
室
室
長

︵
取
締
役
管
理
局
局
長
︻
経
理

部
部
長

業
務
部
部
長

経
営

企
画
室
室
長
兼
務
︼
︶
萩
生
田

誠
▽
取
締
役
管
理
局
局
長
兼
業

務
部
部
長
︵
取
締
役
営
業
局
局

長
︶
吉
田
勝
彦
▽
執
行
役
員
営

業
局
局
長
︵
営
業
局
販
売
促
進

部
営
業
統
括
部
長
︶
小
谷
真
司

▽
執
行
役
員
第
二
編
集
局
局
長

兼
メ
デ

ア
・
プ
ロ
デ


ス

局
担
当
︵
第
二
編
集
局
局
長
︶

川
田
修

　
オ

ム
社
は
６
月
２
日
に

行
わ
れ
た
取
締
役
会
で

代

表
取
締
役
専
務
の
村
上
和
夫

氏
を
代
表
取
締
役
社
長
に
昇

任
す
る
役
員
人
事
を
決
め

た

代
表
取
締
役
社
長
の
竹

生
修
己
氏
は
取
締
役
相
談
役

に
就
任

取
締
役
の
渡
辺
一

成
氏
は
退
任
し
た


︿
新
役
員
体
制
﹀

代
表
取
締
役
社
長
︵
営
業
・

開
発
・
総
務
担
当
︶

　
　
　
︵
昇
︶
村
上
　
和
夫

常
務
取
締
役
︵
出
版
・
生
産

管
理
担
当
︶
　
大
久
保
智
明

取
締
役
︵
雑
誌
担
当
︶

　
　
　
　
　
　
持
田
　
二
郎

同
相
談
役
︵
創
立
１
０
０
周

年
記
念
事
業
担
当
︶

　
　
　
　
　
　
竹
生
　
修
己

同
︵
非
常
勤
︶
加
藤
康
太
郎

監
査
役
　
　
　
鹿
島
　
正
弘

同
︵
非
常
勤
︶
伊
良
子
幸
夫

顧
問
︵
創
立
１
０
０
周
年
記

念
事
業
担
当
︶
畠
　
　
文
七

同
　
ア
イ
ナ

・
Ｈ
・
フ
レ

デ
リ
ク
ソ
ン

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
村
上
和
夫︵
む
ら
か
み
・
か

ず
お
︶
氏
略
歴
　
１
９
５
１

年︵
昭

︶生
ま
れ


年
獨

協
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科

卒
後
オ

ム
社
入
社
２
０

０
０
年
取
締
役


年
常
務

取
締
役

年
専
務
取
締
役



年
代
表
取
締
役
専
務

　
こ
ぐ
ま
社
は
４
月

日


定
時
株
主
総
会
お
よ
び
取
締

役
会
を
開
き

吉
井
康
文
代

表
取
締
役
社
長
が
専
務
取
締

役
と
な
り

新
社
長
に
廣
木

和
子
常
務
取
締
役
を

常
務

取
締
役
に
関
谷
裕
子
専
務
取

締
役
を
選
任
す
る
な
ど
新
役

員
体
制
を
決
め
た


︿
新
役
員
体
制
﹀

代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
︵
昇
︶
廣
木
　
和
子

専
務
取
締
役

　
　
　
︵
新
︶
吉
井
　
康
文

常
務
取
締
役

　
　
　
︵
新
︶
関
谷
　
裕
子

監
査
役
　
　
　
今
井
　
健
夫

　
出
版
コ
ン
ピ


タ
研
究

会
は
５
月

日

東
京
・
文

京
区
の
文
京
シ
ビ

ク
セ
ン

タ

地
下
１
階
ア
カ
デ
ミ


文
京
学
習
室
で
定
時
総
会
と

２
０
１
４
年
度
第
１
回
例
会

を
開
催
し

今
年
度
活
動
方

針
を
決
め
た


　
総
会
に
は
会
員
社

社
の

う
ち
委
任
状

社
含
む
計


社
が
出
席

吉
多
森
氏
︵
旺

文
社
︶
を
議
長

原
田
亮
太

郎
氏︵
主
婦
の
友
図
書
︶を
副

議
長
に
審
議
し

各
議
案
を

承
認

活
動
方
針
は

﹁
会

員
社
に
有
意
義
な
情
報
や
業

務
改
善
に
つ
な
が
る
情
報
を

得
ら
れ
る
場
と
し
て
活
用
推

進
す
る
﹂﹁
業
界
の
現
状
理
解

と
今
後
を
考
え

Ｉ
Ｔ
部
門

の
関
わ
り
方
を
検
証
す
る
﹂

な
ど
の
５
項
目

ま
た

分

科
会
活
動
と
し
て
昨
年
度
の

電
子
書
籍
売
上
管
理
分
科
会

の
成
果
物
の
普
及
活
動
に
取

り
組
む

今
年
度
の
代
表
幹

事
会
社
事
務
局
は
講
談
社


　
総
会
後
の
例
会
で
は
﹁
Ｉ

Ｔ
ロ

ド
マ

プ
　
最
新
Ｉ

Ｔ
動
向
の
紹
介
﹂と
題
し
て


野
村
総
合
研
究
所
基
盤
ソ
リ



シ

ン
企
画
部
上
級
研

究
員
・
藤
吉
栄
二
氏
が
講
演


終
了
後

会
場
を
移
し
て
懇

親
会
が
行
わ
れ
た


　
日
経
Ｂ
Ｐ
マ

ケ
テ

ン

グ
は
５
月

日
の
取
締
役
会

で

中
島
久
弥
取
締
役
を
代

表
取
締
役
社
長
に
選
任
し

た

田
村
俊
和
社
長
は
非
常

勤
取
締
役
と
な
り

日
経
Ｂ

Ｐ
執
行
役
員
販
売
担
当
に
専

念
す
る

新
社
長
の
中
島
氏

と
田
島
重
徳
取
締
役
は
３
月

の
株
主
総
会
で
新
任
し
て
い

た


︿
新
役
員
体
制
﹀

代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
︵
昇
︶
中
島
　
久
弥

取
締
役
法
人
営
業
担
当

　
　
　
　
　
　
影
山
　
　
潔

同
流
通
営
業
担
当

　
　
　
　
　
　
服
部
　
　
昌

同
総
務
担
当
　
石
橋
　
雅
巳

同
チ

ネ
ル
営
業
本
部
副
本

部
長
　
　
　
　
田
島
　
重
徳

同
︵
日
経
Ｂ
Ｐ
代
表
取
締
役

社
長
︶
　
　
　
長
田
　
公
平

同︵
同
執
行
役
員
販
売
担
当
︶

　
　
　
　
　
　
田
村
　
俊
和

同
︵
同
出
版
局
長
︶

　
　
　
　
　
　
高
畠
　
知
子

監
査
役
︵
同
経
理
室
長
︶
　

　
　
　
　
　
　
舟
木
　
洋
一

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
中
島
久
弥
︵
な
か
じ
ま
・

ひ
さ
や
︶
氏
略
歴
　
１
９
５

８
年
︵
昭

︶
福
岡
県
生
ま

れ


年
慶
應
義
塾
大
学
経

済
学
部
卒


年
日
経
マ
グ

ロ
ウ
ヒ
ル
︵
現
日
経
Ｂ
Ｐ
︶

入
社


年
販
売
局
長



年
執
行
役
員
コ
ン
ピ


タ

ネ

ト
ワ

ク
局
長


年

執
行
役
員
ク
ロ
ス
メ
デ

ア

本
部
長

２
０
１
４
年
日
経

Ｂ
Ｐ
マ

ケ
テ

ン
グ
代
表

取
締
役
社
長
に
就
任

　
大
学
出
版
部
協
会
は
５
月


日

東
京
・
新
宿
区
の
日

本
出
版
ク
ラ
ブ
会
館
で
定
時

社
員
総
会
と
懇
親
会
を
開

き
会
員
出
版
部
賛
助
会
員

社
な
ど

人
が
参
加
し
た


　
懇
親
会
で
黒
田
拓
也
理
事

長︵
東
京
大
学
出
版
会
︶は


同
協
会
が
昨
年

周
年
記
念

で
行

た
連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
第
３

４
回
の
内
容
を

基
に
し
た
ブ

ク
レ

ト
を

制
作
し
６
月
に
発
売
す
る
こ

と
や

北
海
道
大
学
出
版
会

が
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
第
１

回
を
基
に
し
た
書
籍
を
６
月

末
に
刊
行
す
る
こ
と
な
ど
に

触
れ

﹁
広
く
世
に
発
信
し

て
い
く
こ
と
に
取
り
組
み


成
果
物
と
し
て
披
露
で
き
る

形
に
な

た
こ
と
は
大
き

い
﹂
と
あ
い
さ
つ


　
続
い
て

出
版
文
化
国
際

交
流
会
・
横
手
多
仁
男
専
務

理
事
大
学
出
版
部
協
会
・
石

井
和
夫
顧
問
が
あ
い
さ
つ


同
・
山
下
正
顧
問
が

学
校

教
育
法
お
よ
び
国
立
大
学
法

人
法
を
改
正
す
る
法
案
に
苦

言
を
呈
し
﹁
大
学
そ
の
も
の

の
大
き
な
変
化

動
向
を
背

景
に
置
き
な
が
ら

信
念
に

も
と
ず
い
た
良
い
仕
事
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
﹂
と
述
べ

乾
杯
し
た


　
６
月
に
発
売
す
る
ブ

ク

レ

ト
は

﹃
防
災
と
復
興

の
知
﹄
﹃
心
の
多
様
性
﹄
の

２
冊

発
行
は
大
学
出
版
部

協
会

発
売
は
東
京
大
学
出

版
会
で

編
集
は
京
都
大
学

学
術
出
版
会
が
担
当
し
た


□
﹃
防
災
と
復
興
の
知
﹄


Ａ
５
判
／


／
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ

９
７
８
４
１
３
０
０
３
１
５

０
９

□
﹃
心
の
多
様
性
﹄

同
／

同
／
同
０
０
３
１
５
１
６

　
辞
典
協
会
は
６
月
６
日
に

開
い
た
理
事
会
で

鈴
木
一

行
理
事
長
︵
大
修
館
書
店
︶

が
退
任
し

新
理
事
長
に
関

戸
雅
男
氏
︵
研
究
社
︶
を
選

出
し
た


　
大
和
出
版
は
５
月

日


定
時
株
主
総
会
お
よ
び
取
締

役
会
を
開
き

塚
田
太
郎
代

表
取
締
役
常
務
が
代
表
取
締

役
副
社
長
に
昇
任
す
る
な
ど

新
役
員
体
制
を
決
め
た


︿
新
役
員
体
制
﹀

代
表
取
締
役
会
長
・
社
長

　
　
　
　
　
　
大
和
　
謙
二

同
副
社
長︵
昇
︶塚
田
　
太
郎

取
締
役
　
　
　
佐
藤
　
晴
美

同
　
　
　
　
　
南
　
　
　
暁

　
医
書
ｊ
ｐ
は
医
学
書
院


医
学
中
央
雑
誌
刊
行
会

学

研
メ
デ

カ
ル
秀
潤
社

南

江
堂

南
山
堂
が
発
起
人
と

な

て
設
立

医
学
書
院
・

金
原
優
社
長
が
代
表
取
締
役

社
長
に

同
・
金
原
俊
副
社

長

南
山
堂
・
鈴
木
幹
太
副

社
長

学
研
メ

デ

カ
ル
秀
潤

社
・
須
摩
春
樹

社
長

医
学
中

央
雑
誌
刊
行
会

・
三
沢
一
成
専

務
理
事

南
江

堂
・
横
井
信
取

締
役
の
各
氏
が

取
締
役
に
就

任

事
務
所
を

医
書
同
業
会
事

務
局

日
本
医

書
出
版
協
会
事

務
局
と
同
ビ
ル

に
開
設
し
た


　
同
社
が
提
供
す
る
サ

ビ

ス
は

専
門
家
・
学
生
向
け

の
医
学
・
医
療
の
書
籍
・
雑

誌
の
デ
ジ
タ
ル
版
を

医
療

関
係
の
施
設
と
個
人
に
配
信

す
る

配
信
コ
ン
テ
ン
ツ
は

フ


ク
ス
型
︵
Ｐ
Ｄ
Ｆ
︶

が
メ
イ
ン
と
な
り

辞
書


薬
の
リ
フ

レ
ン
ス
書
な
ど

は
リ
フ
ロ

型
を
想
定

個

人
向
け

施
設
向
け
で
そ
れ

ぞ
れ
１
冊
単
位
の
販
売
と
出

版
社
や
分
野
で
の
セ

ト
提

供
を
検
討
し
て
い
る


　
同
サ

ビ
ス
が
他
の
電
子

書
店
な
ど
と
違
う
の
は

取

次

書
店
ル

ト
で
販
売
す

る
点

電
子
版
の
販
売
に
あ

た

て
個
人
向
け
の
カ

ド

決
済
に
よ
る
直
接
販
売
は
行

う
も
の
の

主
に
は
従
来


医
書
を
扱

て
き
た
書
店
の

店
頭
・
外
商
の
活
用
を
想
定

し
て
い
る

ま
た

決
済
も

書
店
か
ら
顧
客
へ
の
請
求


取
次
経
由
で
の
請
求
・
支
払

で
行
う


　
説
明
に
立

た
金
原
俊
取

締
役
は

﹁
書
店

取
次
を

通
す
こ
と
が
最
大
の
コ
ン
セ

プ
ト

紙
の
書
籍

雑
誌
を

密
な
連
携
で
販
促
し
て
き
た

流
れ
を
電
子
で
も
実
現
し
た

い

電
子
版
こ
そ
わ
か
り
づ

ら
い
の
で

中
間
に
入

て

勧
め
て
も
ら
わ
な
い
と
使


て
も
ら
え
な
い
﹂
と
説
明


ま
た

販
売
は
各
出
版
社
が

行
い

配
信
だ
け
を
受
託
す

る
と
し

医
書
ｊ
ｐ
の
役
割

を

医
書
出
版
社
が
共
同
で

設
立
し
た
﹁
医
書
配
送
セ
ン

タ

の
電
子
版
﹂
と
表
現
し

た

こ
の
た
め

医
書
ｊ
ｐ

は
配
信
手
数
料
で
運
営
す
る

こ
と
に
な
る


　
サ

ビ
ス
開
始
に
向
け


書
店
が
電
子
版
の
販
売

サ

ポ

ト
な
ど
を
行
え
る
よ

う
﹁
医
書
ｊ
ｐ
認
定
書
店
﹂

制
度
を
検
討
し
て
い
る
と

し

﹁
情
報
提
供

研
修
で

十
分
な
体
制
を
と

て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
た
い
﹂
と
述

べ
た


　
今
後

秋
に
は
出
版
社
説

明
会


月
頃
に
書
店
説
明

会
を
実
施
し

２
０
１
５
年

春
の
配
信
開
始
を
予
定
し
て

い
る

開
始
時
点
の
個
人
顧

客
数
２
万
人

施
設
顧
客
数

１
０
０
施
設

掲
載
書
籍
数

２
０
０
０
冊

掲
載
雑
誌


誌


万
論
文
を
見
込
み


５
年
後
に
は
個
人
顧
客
数


万
人

施
設
顧
客
数
２
０
０

０
施
設

掲
載
書
籍
数
５
０

０
０
冊

掲
載
雑
誌
２
０
０

誌


万
論
文
を
想
定
し
て

い
る


▽
所
在
地

東
京
都
文
京
区

本
郷
５

１


Ｋ
Ｓ
ビ
ル

８
階
／
電
話



５
８
０

５

１
２
３
０

　
　
　
　
　
︵
６
月
１
日
付
︶

︿
機
構
改
革
﹀

　
▽
出
版
局
学
芸
編
集
部
を
ノ

ン
フ

ク
シ

ン
編
集
部
と
改

め
る
▽
文
芸
局
翻
訳
編
集
部
を

出
版
局
に
移
管
す
る
▽
第
二
編

集
局
出
版
企
画
部
を
出
版
企
画

編
集
部
と
改
め
る

︿
役
員
担
務
変
更
﹀

　
▽
取
締
役
︵
取
締
役
マ

ケ

テ

ン
グ
局
長
︶
烏
山
公
夫

︿
人
事
異
動
﹀

　
▽
経
理
局
長
︵
経
理
局
長
兼

経
理
部
長
︶
遠
藤
浩
▽
編
集
管

理
局
長
︵
編
集
管
理
局
長
兼
総

務
局
広
報
室
長
︶
高
沼
英
樹
▽

出
版
局
長
兼
翻
訳
編
集
長
︵
文

芸
局
長
兼
翻
訳
編
集
長
︶
駒
井

稔
▽
マ

ケ
テ

ン
グ
局
長

︵
業
務
局
長
︶
塚
瀬
洋
一
▽
業

務
局
長
︵
出
版
局
長
兼
学
芸
編

集
長
︶
丸
山
弘
順
▽
総
務
局
長

︵
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
局
ラ
イ
ツ

管
理
部
長
︶
山
内
俊
明

　
▽
文
芸
局
長
兼
文
庫
編
集
長

︵
文
芸
局
文
庫
編
集
長
︶
鈴
木

広
和
▽
総
務
局
担
当
役
員
付

︻
局
長
待
遇
︼

光
文
社
サ


ビ
ス
出
向
︵
総
務
局
長
︶
戸
鹿

里
浩
▽
編
集
総
務
部
長
兼
総
務

局
広
報
室
長
︵
編
集
管
理
局
編

集
総
務
部
長
︶
進
藤
俊
哉
▽
Ｆ

Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ
編
集
長
兼
出
版
企
画

編
集
長
︵
第
二
編
集
局
Ｆ
Ｌ
Ａ

Ｓ
Ｈ
編
集
長
兼
出
版
企
画
部

長
︶
米
澤
仁
次

　
▽
ノ
ン
フ

ク
シ

ン
編
集

長
︵
出
版
局
新
書
編
集
長
︶
森

岡
純
一
▽
書
籍
販
売
部
長
︵
マ


ケ
テ

ン
グ
局
雑
誌
販
売
部

長
︶
楠
本
勝
司
▽
マ

ケ
テ


ン
グ
局
雑
誌
販
売
部
長
︵
広
告

局
広
告
部
長
︶
河
野
雅
之
▽
コ

ン
テ
ン
ツ
事
業
局
ラ
イ
ツ
管
理

部
長
︵
マ

ケ
テ

ン
グ
局
書

籍
販
売
部
長
︶
加
藤
潔

　
▽
広
告
局
広
告
部
長
︵
第
三

編
集
局
Ｇ
ａ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
編
集

長
︶
古
川
仁
▽
第
三
編
集
局
Ｇ

ａ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
編
集
長
︵
広
告
局

企
画
広
告
部
部
長
代
理
︻
部
長

待
遇
︼
︶
新
倉
博
史
▽
経
理
部

長
︵
経
理
局
経
理
部
副
部
長
︶

白
井
純
孝
▽
新
書
編
集
長
︵
出

版
局
新
書
副
編
集
長
兼
コ
ン
テ

ン
ツ
事
業
局
電
子
出
版
部
副
編

集
長
︶
三
宅
貴
久
▽
編
集
管
理

局
校
閲
部
部
長
代
理
︻
部
長
待

遇
︼
︵
出
版
局
学
芸
編
集
長
代

理
︻
編
集
長
待
遇
︼
︶
坂
口
貞

雄
▽
総
務
局
広
報
室
部
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